
働きやすい職場環境づくり事業 【藤枝市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 1,805 千円

交付金額 902 千円

事業番号 １

【R7男女共同参画に関する市民等意識調査】

〇既婚者のうち約８割が共働き世帯であり、その大半が「夫=正社

  員」、「妻＝非正規」という状況

〇「女性が働く上での障害」として、①育児・介護休暇が取得しにく

     いこと ②長時間労働や残業 ③育児・介護施設の不足の３項目

に対する回答率が高い

個々の企業にあった働き方改革を進めるため、専門家派遣や応援フェア、
勉強会を実施することで、働きやすい職場環境づくりの推進を図ることを
目的とする。

〇女性活躍を含めた働きやすい職場環境づくりを推進するため、
ダイバーシティの推進やハラスメント防止、DXの活用、健康経営
等に関する取組紹介や最新情報を提供するフェアを開催。
併せて、応援フェアで得た気づきを行動につなげるため、勉強会
を全３回開催。

〇専門家を派遣し、企業の実情に応じた働き方の方法を提案し、
 その取り組みを支援する。

○藤枝商工会議所・岡部町商工会・市内金融機関・県社労士会
・働きやすい職場環境づくり応援フェア、勉強会の開催
・企業への専門家派遣

○中部５市２町
・広報、周知等の協力依頼

〇応援フェア参加事業所数 88社（目標80社）
≪参加者アンケート≫
 働きやすい職場環境づくりに関する関心が高まった人の割合 85.7％

○企業への専門家派遣 派遣回数 6回（目標21回）
≪派遣先からの意見≫
 女性活躍を含めた働きやすい職場環境づくりへの意欲が高まった

働きやすい職場環境づくりの必要性は一定の理解が進んでいる
ものの、小規模事業所など制度導入に至っていない事業所も多
い。そのため、応援フェアや勉強会では地元企業の先進事例や
実践しやすい取り組みを共有し、制度導入のハードルを下げる必
要がある。

目標 目標値 実績値

働きやすい職場環境づくり応援フェア参加事業所数 80社 88社

アドバイザー派遣事業所数 ６社 ２社



事業の概要

◆働きやすい職場環境づくり応援フェア及び勉強会実施事業

少子化による人手不足が進み、採用や従業員の定着に悩む
企業が増える中、従業員のワーク・ライフ・バランスの推
進や働きやすい職場環境づくりは喫緊の課題となっている。
働き方改革の推進には企業トップの理解が不可欠であり、
その実現のため、具体的なヒントを提供する応援フェア・
勉強会を市内企業向けに開催した。

◆企業への専門家派遣事業

働きやすい職場環境づくり応援フェア

令和７年11月11日（火） 13時00分～16時30分

対象者：企業経営層（人事労務担当者）等
会 場 ：藤枝市産学官連携推進センター（BiVi藤枝１階）
参加者：120名 88社
実施内容：①基調講演

（ウェルビーイング経営は「意図的」な仕組みが必要である）
 ②パネルディスカッション（健康経営・女性活躍）
 ③ブース出展（労働環境改善・生産性向上・支援制度等）

勉強会

対象者：企業経営層（人事労務担当者）等
会 場 ：藤枝駅前コワーキングスペース未来共創ラボ フジキチ

日時 テーマ 参加者

第１回 令和７年12月11日（木） 生産性向上 16名

第２回 令和８年  1月20日（火） 健康経営 19名

第３回 令和８年 ２月20日（金） 女性活躍推進 25名

市が働き方改革に取り組みたい企業を募集し、専門家を派遣。
個々の企業にあった働き方改革の手法を提案しその取り組みを支援した。

派遣企業数：２社
派遣回数  ：６回
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